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-原著一
全部床義歯製作における

白歯部人工歯排列時に付与する調節轡曲の改良
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Abstract:Thisisastudyontheimprovementoftheanteroposteriorandlateralcompensatingcurvesforrational

posteriortootharrangementofthecompletedenture.

Initially,acompletedentureofsatisfactoryfullbalancedocclusionwascompletedataverageanglesofsagittal

condylarandincisalpaths.Thefcurveofocclusionattheposteriortoothlevelwasusedasreferencetodetermine

anew value(improvedvalue)ofthecompensatingcurve,whichwasfurtherusedforposteriortooth

arrangement.

Thereafter,theocclusalcontactconditionoftheposteriorteethinprotrudedandlateralpositionswere

comparedbetweendenturesmanufacturedWiththenewandtheconventionalvaluesofthecompensatingcurve.

Withthenewvalueofthecompensatingcurve,theocclusalcontactconditioninprotrudedpositionsigni丘cantly

improvedforallthebuccalcuspsexceptthemesiobuccalcuspofthemaxillarysecondmolarandforallthe

lingualcusps.Inlateralposition,ontheworkingside,itwasimprovedforauthelingualcuspsandthemesiobuccal

cuspofthemaxillaryfirstmolarand,onthenon-workingside,forthelingualcuspofthemaxillarypremolars.

Theseresultssuggestthattheimprovedvalueoftheanteroposteriorandlateralcompensatingcurveis

effectiveinthefabricationofcompletedentureswithfullbalancedocclusion.

抄録 :全部床義歯の製作において,良好なfu11balancedocclusionを合理的に求めるために,臼歯部人工歯排列時に付

与する前後的および側方調節轡曲の改良について検討した｡

まず,平均的な矢状願路傾斜角および央状切歯路傾斜角で,良好なfullbalancedocclusionに完成した全部床義歯

の臼歯部轡曲値を参考にして,臼歯部人工歯排列時に用いるための新しい調節轡曲値 (改良催)を決定した｡
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次に,従来から用いらjtでいる調節轡曲倍 (従来値)と改良倍を用いて蝋義歯を完成し,前方位と側方位における

臼歯部人工歯の校合接触状態を比較検討した｡

その結果,改良億を用いて排列した方が,前方位では上顎の第二大臼歯近心を除く全ての頬側暁頭と全ての舌側咲

頭に,側方位では作業側における上顎の第一大臼歯近心頬側暖頭と全ての舌側校頭,および平衡側における上顎の小

臼歯部舌側暖頭に,統計学的に有意な校合接触状態の改善が示された｡

従って,良好なfullもalancedocclusionの全部床義歯を製作する上で,前後的および側方調節轡曲の改良億は有効で

あることが明らかになった｡

緒 言

本論文 は,全部床義歯製作 において,良好なfull

balancedocclusionを求めるために,臼歯部人工歯排列

時に付与する前後的および側方調節轡曲の改良について

述べる｡

良好なfu11balancedocclusionを得るためには,Hanau

のArticulationQuintにしたがって各要素を調節 しなが

ら,人工歯を排列することが重要 とされている1-4'｡

ArticulationQuintに関しては,これまで不明瞭であっ

た定量的関係が徐々に明らかにされてきている5･6)oま

た,Gysi暁合小面学説の検討 7-10'や,削合についての研

究1卜13)も多 く発表されている｡

実際の臼歯部人工歯排列では,もっとも著名な前後的

および側方調節轡曲値2) (以下,従来値とする)を用い

た場合,偏心運動時における校合接触不良を排列時や重

合後の削合調整によって修正 しているのが一般的であ

る｡

しかし,上顎白歯部人工歯を排列した後に,偏心運動

時における校合接触不良を修正する操作は,理論的に裏

付けされた術式ではなく,術者の経験と技量に頼るとこ

ろが多いOまた,削合操作で瞭合接触状態の修正は行え

るものの,排列時の瞭合接触状態が悪すぎる場合は,塞

合後の削合調整量が多くなり,操作は複雑になる｡さら

には,完成義歯の校合高径が校合採得時に決定した高径

より少なくなったり,良好なfullbalancedocclusionが

得られないなど,臨床上の問題点も多 くなる｡

従って,良好なfu11balancedocclusionの全部床義歯

を製作す るには,人工歯排列時 にで きるだ けfull

balancedocclusionに近い暁合接触状態を確立し,重合

後の削合調整は最少量にとどめることが重要である｡

そこで本研究では,削合調整によって良好な暁合音触

状態に完成した全部床義歯から求めた前後的および側方

調節轡曲借を,臼歯部人工歯排列に用いることの有効性

を検討した｡

材料および方法

実験1.調節轡曲改良値の決定

アルコン型半調節性校合器 (LL85･垂,:GC)に,上下

顎無歯顎模型 (N41402･＼卦:ニッシン)を装着 した｡そ

の際,校合器の後方誘導要素である矢状頼路傾斜角を30

皮,前方誘導要素である矢状切歯路傾斜角を10度に設定

した｡前歯部人工歯排列は,垂直被蓋1.0mm,水平被蓋

2.0mmとした｡臼歯部人工歯排列は,暁頭傾斜角20度の

臼歯部人工歯 (バイオエースせ,:松風)を用い,従来の

調節轡曲 (図 1)23を与えて下顎法で行ったO 排列時の

修正と重合後の削合調整によって,良好なfullbalanced

occlusionの全部床義歯を5親完成した｡

前後的調節守曲

甘 伊 霊 Li:;(2.0, 7打 (':J'LP:,'(l'S,

側方帝奇骨曲

図1 fullbalancedocclusion用の前後的および

側方調節轡曲の従来億
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この完成した全部床義歯を用いて,左右の下顎犬歯尖

頭と下顎第二大臼歯遠心頬側瞭頭頂からなる平面に好す

る下顎臼歯部人工歯昧合両部の間隙を,パターンレジン

に置換した｡次に,頬側暁頭頂と舌側岐頭頂の各部にお

けるパターンレジンの厚さを,measuringdeviceで測定

した｡その測定値の平均値を参考にして,臼歯部人工歯

排列時に付与する前後的および側方調節響曲の参照億

(以下,改良倍とする)を決定した｡

実験2.1種類の臼歯部人工歯における校合接触状態の

比較

瞭頭傾斜角20度の臼歯部人工歯 (バイオエース･gJ:松

風)を用い,従来億と改良倍の調節轡曲を与えて排列し

た蝋義歯を5組ずつ完成した｡誘導要素および前歯部人

工歯排列は,実験 1と同一条件としたO なお,上顎臼歯

部人工歯の排列に際し,下顎白歯部人工歯の微調整や削

合調整は全く行わないこととした｡

完成した蝋義歯それぞれについて,前方位と側方位に

おける白歯部人工歯の校合接触関係を,ブラックシリ

コーン (BITE-CHECKER魯:GC)で記録した.なお,

前方位と側方位は前歯部が切端暁合となる位置とした｡

次に,ブラックシリコーンの上顎側を,ヘビータイプ

シリコーン (LABSILICONE壇-:桧風)で補強した｡こ

のシリコーン塊を,前方位では頬側および舌側の前方小

面が出現する部位で,近遠心方向に連ねて切断したOま

た,側方位では作業側は上顎舌側暖頭部および下顎頬側

暁頭部において,平衡側は上顎舌側暖頭部において,そ

れぞれ近遠心方向に連ねて切断した｡校合接触状態は,

実体顕微鏡 (Carton)とⅩ-Y座標マイクロメーター
(Nikon)を用いて,切断面におけるブラックシリコー

ンの最も薄い部位の間隙量を計測して求めた (図2)0

図2 非接触部の間隙量の測定方向

上下顎人工歯の最短距離を間隙量とした
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なお,側方位の作業側における瞭合接触状態の比較に

は,上顎臼歯部各暖頭の近心斜面と遠心斜面において,

間隙量の小さい方を選択した｡校合接触状態の統計的判

定は,SigmaStat骨(SPSSInc)のT-Test及びMann-

WhitneyRankTestで行ったO

実験3.5種類の臼歯部人工歯における校合接角虫状態の

比較

瞭頭傾斜角20度の臼歯部人工歯5種類,オーソシット:RJ'

(ⅠVOCLAR),バ イオエースp卦 (松風),エンデュラ壇)

(桧風),リブデント魯FB-20(GC),デュラデント身(GC)

を,従来値と改良値の前後的および側方調節轡曲を用い

て,蝋義歯を1線ずつ完成した｡校合接触状態の比較は,

実験 2と同様の方法で行った｡

なお,暁合接触状態の統計的判定は,5種類の臼歯部

人工歯における平均値について行った｡

実験4.前頭面における下顎臼歯部頬側岐頭内斜面の傾

斜角と上顎臼歯部舌側岐頭の平衡側運動経路角

の測定

実験3で排列した5種類の人工歯において,前頭面で

下顎臼歯部頬側暁頭内斜面が校合平面となす角度 (従来

値の場合 :α,改良億の場合 :β)を測定した｡また,
前頭面で側方運動における上顎臼歯部舌側暁頭の平衡側

連動経路が,校合平面となす角度 (♂)を測定した｡

(1)αとβの測定

従来値と改良値の側方調節轡曲を与えて排列された大

臼歯部人工歯の近心頬側暁頭 と近心舌側暖頭間,および

遠心頬側暁頭と遠心舌側暁頭間を,模型の正中線に対 し

直角の方向で切断し試験片を作製したOこの試験片の切

断面を方眼紙上に複写して,aとPを測定した (図3)a

opも 妄 O- op葡 寺 o･3-

従来値で排列した時 改良億で排列した時

図3 前頭面における下顎臼歯部頬側暖頭内斜面

が校合平面 (OP)となす角 (α,β)

(下顎第一大臼歯の一例)
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(2) βの測定

排列を完了した蝋義歯の下顎臼歯部人工歯を取 り外

し,校合境を再形成した｡このとき,校合堤の舌側面は,

サべイヤーを伺い,暖合平面に射し直角でなめらかな面

(LP)に仕上げた｡次に,校合境の校合面を軟化し,咲

合器を数回側方運動させて,上顎臼歯部舌側瞭頭の運動

経路を記録 した｡最後に,舌側面 (LP)を含めてシリ

コーン印象材で印象し,石膏模型を作製した｡

この石膏模型を,前頭面と平行な面で切断して試験片

を作製した｡舌側面 (LP)を垂直に固定 し,切断面に

おける側方運動経路を方眼紙に複写 して, βを測定した

(図4)｡

下顎唾合堤の断面

図4 前頭面における上顎臼歯部舌側暖頭の平衡側

運動経路が校合平面 (OP)となす角 (♂)

結 果

1.調節轡曲の改良値

良好なfullbalancedocclusionに完成した, 5線の上

下全部床義歯における前後的および側方調節轡曲の平均

値を表1に示すO図1の従来億よりも嬢やかな億であら

た｡なお,第一小臼歯は,審美性を重視し下顎犬歯の歯

軸と調和させて排列することから,側方調節轡曲値は測

定しなかった｡

この数億を基にして決定した,前後的および側方調節

表1 良好なfullbalancedocclusionに完成した全部床義歯

の前後的および側方調節轡曲の平均値 (n=5)

単位 :帆

＼ す 言 石砺 盲石■ 両 i テ百

前後的 0.22 0.44 0,88 0.62 0.40 0

調節轡曲 (0.04) (0.04) _(0.04) (0.04) (0.00) (0.00)

側 方 ノ 0.50 1.10 1.01 0.65 0.23

(SD)
す:下顎第-小臼歯頬側校乱 し 下顎第二小臼歯 頬側瞭頭

亘亘 :下顎第一大臼歯近心頬側唆鼠 色旦 :下顎第一大臼 歯遠心頬側噴流
7M:下顎第二大臼歯近心頓側暖軌 7D:下顎第二大臼 歯遠心頓側岐頚

轡曲の改良値を,図5に示す｡

改良値は,できるだけ単純な数億とした｡なお,側方

調節轡曲の平均値における頬側と舌側の瞭頭差は,第二

小臼歯では0.06mm,大臼歯では0.22mm～0.39mmであ

ることから,改良億の頬側と舌側の暁頭差は,第二小臼

歯ではOmm,大臼歯の各部位では0.3mmとした｡

2.1種類の臼歯部人工歯における岐合接触状態の比較

得られた測定値には,左右側で差がなかったので,左

右を統合して表2に示す｡

表2 バイオエースを用いた時の従来値と改良倍の調節轡曲

における各顎位の臼歯部人工歯の暁合接触状態 〔左右

値を統合した表〕(n-10)

(上 :従来価 下 :改良偵) 単位:mm

生 量 旦塾生 旦旦 迦 ZA

側 作業側 頬 側 0.06(0.12)0.09(-0.12)0.12(0.12)0.20(0.19)0.01(0.04)0.]810.2日

0.00(0.00)0.08(0.08)0.00(0.00)* * 0.2日0.23)0.04(0.07)0,13(0.17)

舌 側 0.44(0.ll)0.32(0.08)0.20(0.16)0.48(0,09)0.26(0.20)0.5日0.23)ot7006)005007 00'ー(004 009(008)OOOOOO)ot7(007

方 *i ** ** ** ** * *

平衡側 0.26(0.08)0.38(0.04)0.00(0.00)0.39(0.06)0.03(0.04)＼0.00(0.00)* * 0.01(0.03)** 0.00(0.00)0.t5(0,05)** 0.02(0,04)

前 方 頬 側 0.23(0.12)0.19(0.07)0.日(0.18)0.37(0.1日 0.29(0.13)

0.ol(0.02)0.03(0.04)0.02(0.04)0.13(0.03)0.04(0.09)** ** ** * *

舌 側 0.23(0.07)0.21(.0.ー2)0.別(0.02)0.36(0.1日 0.ー9(0.18)

(SD)

ま:上顎第-小臼乳 量:上顎第二小臼歯
旦辿:上顎第一大臼歯近心,旦旦:上顎第一大臼歯遠心
ヱ辿 :上顎第二大臼歯近心,旦旦:上顎第二大日備遠心

**:p-<0.01 改良借は有意水準 1%で従来億と比較して差がある
*:p-<0.05 改良値は有意水準5%で従来偶と比較して差がある

改良値で排列した時の上下顎人工歯の間隙量は,従来

億の時と比べて小さい億を示した｡また,従来億で排列

した時の暁合接触状態に柑する統計的判定は,以下のと

おりである｡

1)前方位においでは,上顎の第一大臼歯近心暖頭を

除く全ての頬側蛇頭と第-,第二小臼歯舌側岐頭

および第二大臼歯近心舌側瞭頭に,有意差が認め

られた｡

2)側方位の作業側においては,上顎の第一大臼歯近

心頬側唆頭 と全ての舌側瞭頭に,有意差が認めら

れた｡

3)側方位の平衡側においては,上顎の第-,第二小

臼歯舌側暖頭および第一大臼歯遠心舌側暖頭に,

有意差が認められた｡

3.5種頬の臼歯部人工歯における岐合接触状態の比較

得られた測定値を,実験 2と同様に処理 して表 3に示

す｡
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表3 5種類の人工歯 (オーソシット,バイオエース,エン

デュラ,リブデントFB-20,デュラデント)の 従来倍

と改良借の調節響曲における各顎位の白歯部人工歯の

校合接触状態 (平均値)〔左右億を統合した表〕(n-10)

(上 :従来倍 下 :改良倍) 単位:孤

隻 亘 塾生 旦旦 迦 ヱ旦

側 作業側 頬 側 0.06(0.07)0.10(0.13)0.09(0ーllj0.10(0.1日 0.ob(0.00)0.17(.0.09)
0.00(0.00)0.05(0.0g)0.00(0.00)* 0_04(0.10)0.02(0.04)0.l3(0.1コ)

舌 側 0,36(0ー17)0,24(0.1510.29(0.24)0.56(0.23)0.40(0.3010.82(0.30)0.1日009 002(004 004(007 0つ40つつ 007(O†l)03?(0つ5)

方 * * ** ** * * ** **

平衡側 0.2l(0.17)oー49(0.20)0.01(0.02)0.12(0.19_)0.OHO.03)＼0.00(0.00)* *0.05(0.09)* * 0.00(0.00)0.09(0.10)0,00(0.00)

前 方 頬 側 0.27(0.28)0.40(0.21)0.ll(0.16)0.38(0.23130.14(0.16)

0.00(0.00)0.02(0.07)0.02(0.06)0.07(0.07)0.00(0.00)
** ** 辛 * *

舌 側 0.52(0.47)0.85(0.54)0.38(0.30)0.65(0.33)O.38(0.25)0.05(0.08)0.07(0.08)0.00(0.00)0.23(0.16)0.06(0.16)

(SD)
生:上顎第-小目乳 量:上顎第二小臼歯

辿 :上顎第-大臼歯近心,旦旦:上顎第一大臼歯遠心
ヱ辿.'上顎第二大臼歯近心,工旦 :上顎第二大日瀬遠心

* * :p-<O.01 改良値は有意水獲 1%で従来値と比較して差がある
* :p-<0.05 改良倍は有意水難5%で従来値と比較して差がある

校合接触状態の統計的判定の結果は,実験 2とほほ同

株の傾向が示され,以下のとおりである｡

1)前方位においては,上顎の第二大臼歯近心岐頭を

除く全ての頬側暁頭 と全ての舌側瞭頭に,有意差

が認められた｡

2)側方位の作業側においては,上顎の第一大臼歯近

心頬側校旗と全ての舌側暁頭に,有意差が認めら

れた｡

3)側方位の平衡側においては,上顎の第一,第二小

臼歯舌側暖頭に,有意差が認められた｡

4.前頭面における下顎臼歯部頬側岐預内斜面の傾斜角

と上顎臼歯部舌側岐頭の平衡側運動経路角の測定

α,β,βの測定結果を表4と表 5に,また,α,β,

βの関係を図 6に示す｡βはαに好して有意に小さい借

を示した｡

表4 前頭面における従来値と改良値で排列した時の下顎臼

歯部頬側暁頭内斜面が校合平面となす角の5種類の人

工歯の平均値 (n-5)〔上 :従来債で排列した時 (α),

下 :改良債で排列した時 (β)〕

＼ 5 6M 6D 7M 7D

傾 斜 角(α) 21(7.6) 35(1.5) 40(ヨー0) 34(3.9) 39(3.9)
(β) 21(7.5) 24(3.0) 30(3.8) 24(2.7) 28(5.I)

_6:下顎第二小臼歯規側暖頭内斜而
6M:下顎第一大臼歯近心頬側岐頭内斜面
盲す :下顎第一大臼歯遠心頬側暖流内斜面
両 :下顎第二大臼歯近心頬側攻所内斜而
テ百 :下顎第二大臼歯遠心塀側瞭頭内斜面

**:p-<0.01 βは有意水蝉1%でαと比較して差がある
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表5 前頭面における上顎臼歯部舌側暁頭の平衡側運動経路

が校合平面となす角 (♂)

単位 :皮

A 旦 塾生 旦旦 迦

ま:上顎第一小臼歯削 対校乳 量:上顎第二小臼歯舌側攻究

旦吐 :上顎第一大臼歯近心舌側校風 旦旦:上顎第一大臼歯遠心舌側唆頗
迦 :上顎第二大臼歯近心舌側暖鼠 王旦:上顎第二大臼歯遠心舌側攻醜

また,大臼歯のαとβには約10度の差が認められ,β

の方がβに近い値となった｡

考 察

臼歯部人工歯を,前後的および側方調節轡曲の従来値

と改良値を周いて排列し,前方位と側方位における上下

顎臼歯部人工歯の校倉接触状態を比較検討 したところ,

実験 2と実験 3において,ほぼ同様の結果が確認された｡

従って,ここでは実験 3の結果について考察する｡

1.前方位

上顎の第二大臼歯近心暖頭を除く全ての頬側暁頭およ

び全ての舌側瞭頭において,改良億で排列した時の暁合

接触状態に改善が認められた｡特に,小臼歯部の暁合接

触状態の改善が著明であった｡

この点について考察すると,従来億は,数値の根拠が

不明瞭であり2㌧この数億で排列した時の校合接触状態

に関する報告は見あたらない｡実際に,従来値で排列 し

た時の下顎臼歯部の暁合平面からの距離を見ると,頬側

では,犬歯尖頭と第一小臼歯瞭頭間の差が0.2mmである

のに対 し,第一小臼歯唆頭 と第二小臼歯暖頭 間では

0.6mmであり,暁頭差がやや大きくなっている｡ また,

舌側では,第一小臼歯瞭頭と第二小臼歯近心暁頭間の差

が0.3mmであるのに卸し,第二小臼歯近心暖頭と第一大

臼歯近心岐頭間では1.1mmであり,暖頭差が非常に大き

くなっている (図1)0

従って,調節轡曲が前後的には,この部分で遠縁性を

失い,なめらかな曲線に仕上がらない｡しかし,坐体の

下顎運動はなめらかな経路であることから,なめらかで

ない轡曲が前方位における臼歯部人工歯の暖倉接触状態

を不良にしている要因と考える｡

それに対し改良億は,頬側では,特に第一小臼歯と第

二小臼歯間の瞭頭差が改善されて,第一大臼歯近心暁頭

を中心として,前後的にほぼ対称的で非常に緩やかな轡

曲となっている (図5)｡その結果,頬側暖頭の校合接

触状態が大きく改善したと考える｡

また,舌側では,従来値 より第二小臼歯近心暁頭が

0.5mm,第一大臼歯近心暁頭が0.7mm,第二大臼歯近心

- 57 -



224 新潟歯学会誌 33(2):2003

瞭頭が1.1mm,瞭合平面に近づいた状態となり (国5),

舌側瞭頭で見た前後的調節轡曲が,頬側暁頭と同株に連

続性のある,なめらかな曲線になっている｡その結果,

舌側暖東の校合接触状態が大きく改善したと考える｡

2.側方位

作業側で上顎の第一大臼歯近心頬側唆頭と全ての舌側

暖頭および平衡側で上顎の小臼歯部舌側瞭頭において,

改良値で排列した時の校合接触状態に改善が認められ

た｡

この点について考察すると,従来借は,大臼歯部の側

方調節轡曲が強すぎるために,平衡暖合小面が出現する

下顎頬側瞭頭内斜面の校合平面とのなす角度aが急にな

り (図6),側方運動時に平衡側の大臼歯部が暁頭干渉

となる｡ その結果,側方位における白歯部の校合接触部

位は,作業側の頬側瞭頭と平衡側の大臼歯部のみで,作

業側の舌側暁頭と平衡側の上顎小臼歯部舌側瞭頭では,

大きく維開したと考える｡

それに対し改良億は,従来億に比べて大臼歯部の側方

調節轡曲が健やかである (図5)｡ そのため,大臼歯部

頬側 瞭頭内斜面の校合平面とのなす角度βが小さくなり

(図6),同部位による瞭頭干渉は解消したと考える｡そ

の結果,作業側の全ての舌側瞭頭および平衡側の上顎小

臼歯部舌側暁頭の校合接触状態が改善したと考える｡

前後的罰好守 由

歯軸を犬歯に
移行させる

(近心)1.3
(遠心)0,9

(近心)0.7

(遠心)0.3

何方詞宮守曲

図5 fullbalancedocclusion用の前後的および側方調節轡曲

の改良億

3.下顎臼歯部頬側噴領内斜面の傾斜角

長谷川は,20度の傾斜角を暁合小面に付与するには,

選択削合完了時に各小面で25度程度の傾斜角が必要であ

ると報告している1㌔ また,長谷川は,BULLの法則に

従った選択削合および自動削合では,決して理論的校合

小面形態は得られないと述べているSj0

本研究では,改良値で排列した場合に,前頭面におい

て下顎大臼歯頬側唆頭内斜面が校合平面となす角度βは

24度～30度であり (図6),排列時で選択削合完了時に

必要とされる傾斜角に近い億となっている｡

従って,改良値で排列した方が削合調整は少なくて良

いことになる｡

結
三上ゝ
石岡

本研究において,前後的および側方調節轡曲の従来値

と改良値を用いて排列した時の,臼歯部人工歯の岐合接

触状態を比較検討した結果,改良倍で排列した方が,節

方位および側方位において明確な改善が認められた｡

従って,良好なfu11balancedocclusionの全部床義歯を

製作する上で,改良値は有効であることが明らかになっ

た｡

α:35o

/ β:24°
.〆e:23o

盲(近心部)

畷i

7 (近心部)

α:34o

β:24o
c:24.

0‡l

古 く遠心部)

7 (遠心部)

O
o
o

9
8
4

3
2
つ一

●■
■■
●■

α
β
β

図6 前頭面における従来億と改良傍で排列した時の下顎大

臼歯頬側瞭頭内斜面が暁合平面 (OP)となす角 (α,

β)と上顎臼歯部舌側暁頭の平衡側運動経路が校合平

面 (OP)となす角 (♂)の関係

(α:従来億で排列した時,β:改良億で排列した時)
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